
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ５ 年 ８ 月 １ ０ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 聖 歌 6 2 7 「 恵 み の 高 き 峰 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖 歌 5 8 0 「 祈 り す れ ど 」 一 同

教 会 学 校 絵 本 「 世 界 の は じ ま り 」 ② 牧 師

讃 美 聖 歌 6 2 1 「 こ の 身 の 生 く る は 」 一 同

聖 書 朗 読 使徒行伝18:1-11

奨 励 使徒行伝の福音(第64回) 牧 師

主 題 「恐れるな」

讃 美 聖 歌 3 3 6 「 い か に 恐 る べ き 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 聖 歌 3 7 9 「 主 よ こ の と こ ろ を 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 イ ザ ヤ 書 第 15 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
８ /10(日 )聖 日 礼 拝

/11(月 )山 の 日
/12(火 )
/13(水 )
/14(木 )
/15(金 )
/16(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に 《 コ リ ン ト 運 河 》

「 コ リ ン ト 」
良 書 ハ イ ラ イ ト （ 「 地 球 の 歩 き 方 ・ ギ リ シ ア 」 よ り ）

古代 コ リ ン ト が最 も隆 盛を極めたのは紀元 前７ 世紀 。
ギ リ シ ア が 地 中 海 沿 岸 に 多 く の 植 民 市 を 建 て 、 国 内
の 商 業 が 発 達 し 始 め た 頃 、 僭 主 制 の 元 で 有 力 な 商

工 業 都 市 と し て おお い に栄 えた 。 陶 器や オ リ ブ 油 、 ワ

イ ン 、 金 細 工 な ど が 主 な 輸 出 品 で 、 当 時 、 西 方 へ の

貿 易 は ほ ぼ コ リ ン ト の 独 占 状 態 だ っ た 。 や が て 紀 元

前 ５ 世 紀 頃に な る と 、 ア テ ネ の 繁 栄 に と もな い 、 一 時

そ の 力 は 衰 退 す る が 、 紀 元 前 ３ 世 紀 の ア レ ク サ ン ダ

ー 大 王 の 時 代 に ギ リ シ ア 都 市 国 家 「 コ リ ン ト 同 盟 」 の

長 と し て 君 臨 。 ロ ー マ の 植 民 地 時 代 に は 、 ロ ー マ ン ・

ギ リ シ ア の 首 都 と な り 、 再 び 商 業 都 市 と し て の 活 気
を 取 り 戻 し た 。 コ リン ト遺跡に残る商店跡は 、かつての
様子を物語る。

ア ク ロ コ リ ン ト に あ る ア ポ ロ ン 神 殿 は 紀 元 前 ６ 世 紀
に 建 て ら れ 、 ギ リ シ ア に 残 る 神 殿 の 中 で 最 も 古 い も

《 ア ク ロ コ リ ン ト 》 の の 一 つ と さ れ る 。 東 西 に広 が っ た広 場 （ ア ゴ ラ ） は 、
人 々 の 交 流 や 情 報 交 換 の 場 で も あ っ た 。 か つ て は 中 央 に ビ ー マ (演 壇 )が あ

り 、 パ ウ ロ も こ こ で 説 教 を し た と 言 わ

れ て い る 。 ア ゴ ラ は 競 技 場 と し て も 使

わ れ て い た よ う で 、 東 端 に は ス タ ー ト

ラ イ ン が 残 っ て い る 。 南 側 に は ス ト ア
(柱廊 )が あ り 、 紀 元 前 ４ 世 紀 に は 商店
街 が あ っ た が 、 現 在 残 っ て い る の は ロ
ー マ 時 代 の も の 。 ア ゴ ラ の 北 側 に あ る
階 段 を 上 る と 、 石 が 敷 き 詰 め ら れ た レ
カ イ オ ン 通 り 。 右 側 に 現 在 も 水 が 湧 き
出 て い る ピ レ ー ネ の 泉 が あ り 、 ロ ー マ
期 に は 貯 水 場 と し て 用 い ら れ て い た 。
北 端 を 出 て 左 に 進 め ば 、 紀 元 前 ５ 世
紀の古代劇場と ローマ時代 の音 楽堂 が ある 。 《 ビ ー マ (演 壇 )前 に て 》


